























 紅色光合成細菌の光合成膜中では，バクテリオクロロフィル a（Bchl a）やカロテノイド色素
が膜タンパク質と結合して，光捕集色素タンパク質複合体（LH複合体）を形成する。LH複合体









ロフィルへ 100 %に近いエネルギー伝達効率を実現している 2) 。再構成した LH1 複合体中のフ




 カロテノイド欠損株である紅色光合成細菌 Rhodospilillum rubrum G9+から調製した光合成膜
から，LH1 複合体の構成要素であるサブユニット型複合体（LH1-α 及び LH1-β ポリペプチド
と Bchl a 二量体からなるユニット）を得た。サブユニット型複合体の状態で有機溶媒に溶解し
たカロテノイドを加えた。カロテノイドを含むサブユニット型複合体から LH1（サブユニット
が 16 個リング状に会合した）複合体を形成することにより，LH1 複合体を再構成した（図 1参
照）。再構成した LH1 複合体の吸収スペクトルと蛍光・蛍光励起スペクトルを測定した。測定
結果から，エネルギー伝達の有無とエネルギー伝達効率について調査した。 
 ICT 励起状態を発現するフコキサンチンを用いて再構成した LH1 複合体に関しては，フェム




図 1 再構成の概略 
 
【結果と考察】 
 本研究では，カロテノイドを LH1サブユニット型複合体に担持させた後，LH1 リング状会合
体を形成することにより，紅色光合成細菌由来の LH1 複合体に紅色光合成細菌の生合成では発
現し得ないカロテノイドを再構築することに世界で初めて成功した。蛍光励起スペクトル測定
により，再構成したカロテノイドから Bchl a への励起エネルギー伝達が起こっていることを確
認した。しかし，β-カロテンからのエネルギー伝達はわずかしか確認できなかった。そのため，
LH1 複合体の再構成には，カロテノイドの構造がエネルギー伝達に関係していることが予想さ
れた。光合成初期過程において重要なカロテノイドから Bchl a への励起エネルギー伝達効率と
カロテノイド構造の関係を解明できる筋道を示すことができた。 
 フコキサンチンを再構成した LH1 複合体のフェムト秒時間分解吸収分光測定データを解析す
ると，再構成 LH1複合体中のフコキサンチンには２成分（Bchl a へエネルギー伝達する 10.9 ps
の成分と Bchl aへエネルギー伝達しない 63.5 ps の成分）あることが分かった 3)。10.9 ps成分の
フコキサンチンから Bchl a へのエネルギー伝達効率を 83%と決定した。高効率なエネルギー伝
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